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この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクールが価値を置く人間性を10の人物像として表しています。こうし
た人物像は、個人や集団が地域や社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員となることに

資すると私たちは信じています。

探究する人
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキル身に付けま
す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意
をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じて持ち続けます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知
識を探究します。地域社会やグローバル社会における重要
な課題や考えにに取り組みます。

考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるため
に、批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先し
て理性的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語や様々な方法を用いて、自信をもって
創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの
の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念を持つ人
私たちは、誠実かつ正直に、公平な考えと強い正義感をもっ
て行動します。そして、あらゆる人々が持つ尊厳と権利を尊
重して行動します。私たちは、自分自身の行動とその結果
に責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経歴の真価を正しく受け止
めると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく
受け止めます。多岐な視点を求め、価値を見出し、その経験
を糧に成長しようと努力します。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界をよく
するために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き
合います。ひとりで、または協力して新しい考え方や方法
を探究します。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取
り組みます。
バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちが生
を構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと
理解しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこ
の世界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えおよび経験につ
いて、深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、
自分の長所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習者像
すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野を持つ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らしさ
と地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する人間を育てます。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。

ＩＢの学習
者
像
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プログラムの基準と実践要綱は、学校と IB がプログラムを実施するにあたり、その品質

と忠実性を保証するための基礎となる一連の原則です。本ウェブサイトは、国際バカロレ

ア（IB）の認定を受けた「IB ワールドスクール」と候補校にとって、不可欠な資料の一つ

です。IB のすべてのプログラムの設計、実施、開発、および評価についての重要な情報

は、以下の資料において提供しています。

• 本ウェブサイト『プログラムの基準と実践要綱』では、IB ワールドスクールとして

の基礎となる諸事項を明確に述べています。

• 各学校が認定を取得し、維持するプロセスについては、認定と評価に関する IB 資料

で明確化しています。

• 法的な規定については、IB プログラムの実践に関連する諸規則と総則に関する資料

で明確化しています。

上記のすべての資料は IB の公開ウェブサイト または プログラム・リソース・センター

で入手できます。

『プログラムの基準と実践要綱』では、IB ワールドスクールが、「初等教育プログラム

（PYP：Primary Years Programme）」、「中等教育プログラム（MYP：Middle Years 

Programme）」、「ディプロマプログラム（DP）」、「キャリア関連プログラム（CP：Career-

related Programme）」の 4 つの IB プログラムの実施の成功度を測るための評価規準を提

示しています。

これらの基準は、IB ワールドスクールの核となる一般的な原則であり、実践要綱はプロ

グラムの実施にあたっての参照事項も含め、基準をさらに具体的に定義したものです。要

件は実践に関するより具体的かつ洗練された対策であり、仕様とされるプログラム固有の

要素を含みます。基準と実践要綱、要件とプログラム仕様は、IB プログラムを適切に実施

するために不可欠です。

プログラムの基準と実践要綱

プログラムの基準と実践要綱とは 
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枠組みについて
プログラムの基準と実践要綱は、目的、環境、文化、および学習の 4 つの主要カテゴリ

ーに分類されています。この 4 つのカテゴリーは、学習を中心に置き、IB の理念と学校独

自の文脈をその周りに配置した枠組みの中に組み込まれています。

この枠組みは、学校のデザイン、開発、進化のプロセスを説明します。この枠組みは、

IB の理念が各校独自の文脈の中で具現化されており、枠組みの要素のそれぞれが相互依存

していることを前提としています。この枠組みには、他の要素との関係性を考慮せずに開

発できる部分はありません。この枠組みは、IB プログラムを開発する際に学校が直面する

成功と課題の両方を説明するのに役立ちます。

これは包括的な枠組みです。また、以下の特徴を通じて、IB ワールドスクールコミュニ

ティーの中心に学習を据えます。

• IB の理念を各学校固有の文脈の中に適切に統合する

• 教育への確固としたアプローチを構築する IB の使命と目的を共有する

• 効果的な構造、組織の実践、およびリソースに支えられた学習環境を開発する

• 包括的で、開放的な学習コミュニティーを中心とするダイナミックな学校文化を醸

成する

• 地域社会、国、国際社会などの文脈に前向きな影響を与える

• 学生にとって可能な限り最高品質の学習経験を創造する

学校のコミュニティーは、IB と共により良い世界を作る質の高い教育を創造します。

各セクションおよびその中の基準についての詳細は、以下の画像に表示されています。

枠組みの各要素の定義については、用語解説をご覧ください。

プログラムの基準と実践要綱

基準と実践要綱の枠組み
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IB の使命は、学校や政府、国際機関と協力しながら、要求度の高い国際教育プログラム

と厳格な評価の仕組みを開発することを中心とします。すべての IB プログラムは、人類

に共通する人間らしさと地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築く

ことに貢献する人間を育てることをねらいとしています。学習を推進するこの力強い使命

は、各 IB ワールドスクールのみならず、IB の児童生徒とその家族、教師、および支援者

から成るより大きなグローバルコミュニティーの発展に寄与するものです。IB ワールドス

クールは自らの地域、州、国、国際社会、および世界規模の文脈でこの目的を実現するた

め日々努力しています。

基準：目的(0101)
学校は、IB プログラムの実践により、多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より良

く、より平和な世界を築くことに貢献する、探究心、知識、思いやりに富んだ若者を育成

することを目的とする

実践要綱

目的 1：学校の統括組織および学校リーダーは、IB の理念と使命に沿って、学
習目的を明確化すること(0101-01)
目的 1.1：学校は、IB の使命と理念を反映する使命、構想、および戦略を開発すること

(0101-01-0100)

目的 1.2：学校は、学問的発展のみならず、個人や個人の属する地域社会を超えた意識を

もつことを奨励する、教育に対するホリスティック（全人的）なアプローチも含めた、使

命、理念、および戦略（またはそのいずれか）を開発すること(0101-01-0200)

目的 2：学校の教育的リーダーシップチームは、児童生徒が能動的で思いやりの
ある、生涯にわたり学び続ける学習者になることを奨励する教育的アプローチ
を採用すること(0101-02)
目的 2.1：教育的リーダーシップチームは、IB の使命と理念への共通の取り組みを明確

化すること(0101-02-0100)

目的 3：学校のコミュニティーは、「IB の学習者像」のすべての人物像を体現す
る国際的な人材を育成すること(0101-03)
目的 3.1：学校は、学校のコミュニティーが「IB の学習者像」を認識し、国際的な意識

と IB の使命を具現化することの重要性に対して献身的に取り組むようにすること

(0101-03-0100)

目的(01)

目的：重要な使命の共有 
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学校環境には、学習経験にかかわる人材、自然資源、設備、および仮想的なリソースが

含まれます。設備、テクノロジー、人材、金銭的なリソース、文化的・言語的資産、時間

配分、学校がどのように責任を分担し、まとめ、コーディネートするかが対象となりま

す。学校環境は多岐にわたるもので、地域独自の幅広い文脈は IB プログラムの実践を成

功させる助けとなります。学習環境とは学習が起きる文脈であり、児童生徒の学習経験を

豊かにするために学校がデザインし発展させる状況を指します。学習環境には、学校の文

化と目的のエビデンスが含まれます。

基準：リーダーシップおよび統括体制(0201)
IB ワールドスクールのリーダーシップおよび統括体制は、質の高い学習環境を創造し維

持するものであること

実践要綱

リーダーシップ 1：学校は、プログラムの実践と現在行われている開発をサポー
トするため、すべての IB 規則、規定、およびガイドラインを定期的に見直し、
遵守すること(0201-01)
リーダーシップ 1.1：学校は、統括およびリーダーシップの体制（またはそのいずれか）

を明確に示し、プログラムの実践および開発を確実に行うための役割、責任、および義務

を確立すること(0201-01-0100)

リーダーシップ 1.2：リーダーシップおよび統括担当者は、すべての IB 規則、規定、ガ

イドラインを理解し、それらの遵守を確実にする構造とプロセスを整備すること

(0201-01-0200)

MYP1：（該当する場合）学校は、紙媒体か電子形式かを問わず IB の評価資材を保

管、送付、送信する際は、その安全性を確保し、指定されたスタッフにのみアクセ

スを認め、これを管理すること(0201-01-0221)

MYP2：（該当する場合）学校は、MYP の e アセスメントの実施に際して、IB の規定

と手順を遵守すること(0201-01-0222)

MYP3：（該当する場合）学校は、MYP の 5 年次の生徒すべてを、パーソナルプロジ

ェクトの IB により認証されたモデレーションに登録すること(0201-01-0223)

MYP4：学校は、IB の MYP 修了証の志願者として 1 人以上の生徒を登録すること、

またはプログラム資料で指定された単元計画を提出してフィードバックを求めるこ

と(0201-01-0224)

環境(02)

環境：必要不可欠な構造、システム 、およびリソース
の提供 

5プログラムの基準と実践要綱



DP1：学校は、紙媒体か電子形式かを問わず IB の評価資材を保管、送付、送信する

際は、その安全性を確保し、指定されたスタッフにのみアクセスを認め、これを管

理すること(0201-01-0231)

DP2：学校は、あらゆる形式の評価の実施に際して、関連する IB の規定と手順を遵

守すること(0201-01-0232)

CP1：学校は、紙媒体か電子形式かを問わず IB の評価資材を保管、送付、送信する

際は、その安全性を確保し、指定されたスタッフにのみアクセスを認め、これを管

理すること(0201-01-0241)

CP2：学校は、あらゆる形式の評価の実施に際して、関連する IB の規定と手順を遵

守すること(0201-01-0242)

CP3：学校は、いかなる場合においても、IB の規準を満たすキャリア関連教育を選

択または開発すること(0201-01-0243)

リーダーシップ 2：学校の教育的リーダーシップチームには、IB プログラムの
実践を成功に導く権限を与えられた IB の訓練を受けたプログラムコーディネー
ターを含めること(0201-02)
リーダーシップ 2.1：学校は、カリキュラムとプログラムの開発を促進するため、職務内

容、担当授業時間数、必要なサポートと組織内のポジションを提示し、プログラムコーデ

ィネーターを任命すること(0201-02-0100)

リーダーシップ 2.2：プログラムコーディネーターは、自己の責任下にあるプログラムの

最新版に準拠した教職員研修を受講し、完了させること(0201-02-0200)

リーダーシップ 3：学校は、幅広くバランスがとれ、関連性の高いカリキュラム
を提供し、地域社会の変化するニーズに対応する学習と指導の時間を編成する
こと(0201-03)
リーダーシップ 3.1：学校は、プログラムの要件を満たすことのできるスケジュールにて

運営を行うこと(0201-03-0100)

PYP1：学校は、必要な数の教科の枠をこえた探究の単元の開発を可能にするスケジ

ュールを使用すること(0201-03-0111)

MYP1：学校は、各教科に必要な最低授業時間数を盛り込んだスケジュールを導入す

ること(0201-03-0121)

MYP2：学校は、プログラム資料で指定されたカリキュラム要件を導入し確認するこ

と(0201-03-0122)

DP1：学校は、合理的な科目の選択を生徒に提供するバランスのとれたカリキュラ

ムを導入し確認すること(0201-03-0131)

DP2：学校は、DP 科目の標準レベル（SL：standard level）と上級レベル（HL：

higher level）、および「知の理論」（TOK：theory of knowledge）に必要な最低授

業時間数を盛り込んだスケジュールを導入すること(0201-03-0132)

環境：必要不可欠な構造、システム 、およびリソースの提供 
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DP3：学校は、すべての生徒が 2 年間にわたって TOK に取り組めるスケジュールを

導入すること(0201-03-0133)

DP4：学校は、すべての生徒が最低 18 カ月間にわたって「創造性・行動・奉仕」

（CAS：creativity, activity, service）の体験とプロジェクトに取り組めるスケ

ジュールを導入すること(0201-03-0134)

CP1：学校は、DP 科目の SL と HL、および CP のコアに必要な最低授業時間数を盛り

込んだスケジュールを導入すること(0201-03-0141)

CP2：学校は、すべての生徒が 2 年間にわたって「パーソナルスキルと職業的スキ

ル」（PPS：personal and professional skills）に取り組めるスケジュールを導入

すること(0201-03-0142)

CP3：学校は、すべての生徒が最低 18 カ月間にわたって定期的にサービスラーニン

グの体験とプロジェクトに取り組めるスケジュールを導入すること(0201-03-0143)

リーダーシップ 4：学校は、IB プログラムの運営と持続可能性を向上させるた
めのシステムとプロセスを 運用し、見直しを行うこと(0201-04)
リーダーシップ 4.1：学校は、プログラムの実行を確実に行うために、カリキュラム、ポ

リシー、手順を文書化し、共有し、保存するためのシステムとプロセスを有すること

(0201-04-0100)

リーダーシップ 4.2：学校は、プログラムの運営と持続可能性に寄与するデータを収集

し、使用すること(0201-04-0200)

リーダーシップ 4.3：学校は、IB プログラムの運営品質の改善に寄与するデータを収集

し、使用すること(0201-04-0300)

リーダーシップ 4.4：学校は、関連するプログラムの一般的な特徴と、学校がそれらをど

のように実施しているかについて、児童生徒および保護者へ確実に知らせるようにするこ

と(0201-04-0400)

リーダーシップ 5：学校は、IB プログラムを維持し、さらに発展させるため資
金確保とリソースの分配を行うこと(0201-05)
リーダーシップ 5.1：学校は、プログラムを実践しプログラムの要件を満たすために、適

切なリソースに資金を供給すること(0201-05-0100)

PYP1：学校は、専科教員と学級担任による教科の枠をこえた学習の協働設計をサポ

ートするのに適切なリソースを分配すること(0201-05-0111)

MYP1：学校は、教科のカリキュラム開発、ATL の計画策定、生徒の奉仕活動への参

加の支援、パーソナルプロジェクトまたはコミュニティープロジェクトの実施にお

いてリーダーシップを示すのに適切なリソースを分配すること(0201-05-0121)

DP1：学校は、「コア」科目である CAS のために CAS コーディネーターを任命し、適

切なリソースを分配し、指導者を提供すること（0201-05-0131）

環境：必要不可欠な構造、システム 、およびリソースの提供 
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DP2：学校は、コア要素の「課題論文」（EE：extended essay）のコーディネーター

を指定するほか、EE をサポートするのに適切なリソースを分配し、指導者を提供

すること(0201-05-0132)

CP1：学校は、サービスラーニングのコーディネーターを指定するほか、サービス

ラーニングをサポートするのに適切なリソースを分配し、指導者を提供すること

(0201-05-0141)

CP2：学校は、コア要素の振り返りプロジェクトのコーディーネーターを生徒それ

ぞれに対して指定するほか、振り返りプロジェクトをサポートするのに適切なリソ

ースを配分すること(0201-05-0142)

CP3：学校は、コア要素の言語の発達を実施するのに適切なリソースを分配し、指

導者を提供すること(0201-05-0143)

CP4：学校は、コア要素の「パーソナルスキルと職業的スキル」（PPS）を実施する

のに適切なリソースを分配すること(0201-05-0144)

基準：児童生徒のサポート(0202)
IB ワールドスクールの学習環境は、児童生徒の成功をサポートするものであること

実践要綱

児童生徒のサポート 1：学校は、IB プログラムの実施に関わる人材、自然資源、
設備、および仮想的なリソースを提供すること(0202-01)
児童生徒のサポート 1.1：学校は、プログラム資料に従い、適切なリソースおよび設備を

提供すること(0202-01-0100)

児童生徒のサポート 1.2：学校は、教師が任命された役割における地域的および法的要件

を満たしていることに対する責任をもつ(0202-01-0200)

児童生徒のサポート 1.3：学校は、効率的な学習スペースと学習環境を提供すること

(0202-01-0300)

児童生徒のサポート 1.4：学校は、地域、国、国際的、およびグローバルな文脈での取り

組みをサポートする最新リソースへのアクセスを確保し、IB コミュニティーとの効果的な

コミュニケーションを促進するテクノロジーを提供すること(0202-01-0400)

児童生徒のサポート 1.5：学校は、協働を可能とする柔軟な学習スペースの使用およびデ

ザイン（またはそのいずれか）に活かすためにプログラム資料を使用すること 

(0202-01-0500)

MYP1：（該当する場合）学校は、試験資材の管理、受験上の配慮の提供に関し、IB

の評価要件を遵守すること(0202-01-0521)

DP1：学校は、試験資材の管理、受験上の配慮の提供に関し、IB の評価要件を遵守

すること(0202-01-0531)

CP1：学校は、試験資材の管理、受験上の配慮の提供に関し、IB の評価要件を遵守

すること(0202-01-0541)

環境：必要不可欠な構造、システム 、およびリソースの提供 
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児童生徒のサポート 1.6：学校は、学習と指導をサポートし拡充するのに必要な人、場

所、コレクション（蔵書や電子資料等を含めた利用可能な資料全体）、サービスの適切な

組み合わせから成る機能的かつ活動的な図書館を維持すること(0202-01-0600)

児童生徒のサポート 2：学校は、適切な学習サポートを特定し提供すること
(0202-02)
児童生徒のサポート 2.1：学校は、児童生徒のニーズを特定するため、システムとプロセ

スを運用し見直しを行うこと(0202-02-0100)

児童生徒のサポート 2.2：学校は、特定された児童生徒のニーズをサポートし、方針の計

画と実践を通じてこのサポートを実証すること(0202-02-0200)

児童生徒のサポート 2.3：学校は、多様性を受け入れるインクルーシブな方針に沿ってス

タッフ、設備、およびリソースを提供すること(0202-02-0300)

児童生徒のサポート 2.4：学校は、すべての児童生徒のニーズを満たすようなやり方で学

習スペースと学習環境を最も効果的に使用することに献身的に取り組むこと

(0202-02-0400)

児童生徒のサポート 3：学校は、児童生徒と教師の社会的および心身の健全性を
促進すること感情的、肉体的な幸福を促進すること(0202-03)
児童生徒のサポート 3.1：学校は、児童生徒と教師の社会的および心身の健全性をサポー

トするするため、スペースとリソースを特定し割り当てを行うこと(0202-03-0100)

児童生徒のサポート 3.2：学校は、そのシステム、プロセス、およびポリシーにおいて、

児童生徒と教師の社会的および心身の健全性に対する配慮を示すこと(0202-03-0200)

児童生徒のサポート 3.3：教育的リーダーシップチームと教師は、児童生徒の社会的およ

び心身の健全性をサポートすること(0202-03-0300)

児童生徒のサポート 3.4：学校は、理解と尊重に基づいた開かれたコミュニケーションを

推進すること(0202-03-0400)

児童生徒のサポート 4：学校は、児童生徒が IB プログラムで成功し、教育的お
よびキャリア関連の経験（またはそのいずれか）の次の段階について計画する
手助けとなるガイダンスとサポートを提供すること(0202-04)
児童生徒のサポート 4.1：学校は、児童生徒が学習をさらに進めるにつれ、プログラム上

の選択肢、キャリア、およびさらなる教育の機会（またはそのいずれか）について、アド

バイスとガイダンスを提供するシステムとプロセスを運用し、見直しを行うこと

(0202-04-0100)

児童生徒のサポート 5：学校は、IB プログラムの実施を強化する知恵と専門知
識の源泉である、より広いコミュニティーとの関係を構築すること(0202-05)
児童生徒のサポート 5.1：学校は、児童生徒の学習を支援し拡充するより広いコミュニテ

ィーにおいて、さまざまな人材、物的資源、および仮想的なリソースを特定して使用する

こと(0202-05-0100)

環境：必要不可欠な構造、システム 、およびリソースの提供 
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児童生徒のサポート 5.2：学校は、保護者が自校のプログラムの開発と支援に貢献する有

意義な機会を提供すること(0202-05-0200)

基準：教師のサポート(0203)
IB ワールドスクールの学習環境は、教師をサポートし力づけるものであること

実践要綱

教師のサポート 1：学校は、教師が最新の IB リソースを使用し、IB プログラム
の実践について定期的に見直しを行うのを確認すること(0203-01)
教師のサポート 1.1：学校は、教師全員が最新かつ関連する IB コンテンツに確実にアク

セスできるようにすること(0203-01-0100)

教師のサポート 1.2：学校は、教師が最新かつ適切なプログラム資料を使用して教室での

指導を行っていることを示すこと(0203-01-0200)

MYP1：学校は、カリキュラムの最新のねらい、目標、実施要件を反映した学習と指

導が行われていることを確認すること(0203-01-0221)

DP1：学校は、カリキュラムの最新のねらい、目標、実施要件を反映した学習と指

導が行われていることを確認すること(0203-01-0231)

CP1：学校は、カリキュラムの最新のねらい、目標、実施要件を反映した学習と指

導が行われていることを確認すること(0203-01-0241)

教師のサポート 2：学校は、学校リーダーシップと教師が適切かつ時宜を得た研
修に参加し、実践についての情報を得ていることを確認すること(0203-02)
教師のサポート 2.1：学校は、IB の文書に示されている通り、IB が求める教員研修の要

件を遵守すること(0203-02-0100)

教師のサポート 3：学校は、IB プログラムの実践において、教師が効果的に協
働するための時間とその他のリソースを提供すること(0203-03)
教師のサポート 3.1：学校は、教師の協働設計および振り返りのためにそれ専用の予定さ

れた、および予定表に組み込まれた（またはそのいずれかの） 時間を割り当てること

(0203-03-0100)

MYP1：学校は、教師が協働するのに適切な時間を割り当て、教師がその時間を有効

活用してプログラム資料に従って MYP を計画し実施していることを確認すること

(0203-03-0121)

CP1：学校は、CP の枠組みの要素を統合する計画を策定するのに適切な時間とリソ

ースを割り当てること(0203-03-0141)

環境：必要不可欠な構造、システム 、およびリソースの提供 
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学校文化とは、学校がどのように機能するかについての文書化された、または文書化さ

れていない規則を指します。さらに、個人的および集団的幸福、物的資源および人材の効

果的な活用、および学校が多様性を肯定し称賛する度合いも含めます。

規準：方針の実践を通じた文化(0301)
学校は、IB の理念を達成することができる学校文化の創造に役立つ効果的な方針を開発、

実施、伝達し、見直しを行うこと

実践要綱

文化 1：学校は、可能な限り多様な児童生徒が IB の教育にアクセスできるよう
にすること(0301-01)
文化 1.1：学校は、IB プログラムへのアクセスおよび自校のプログラムへの参加条件を

明確に説明する入学方針（またはそのいずれか）を整備し、見直しを行うこと

(0301-01-0100)

文化 1.2：学校は、妥当な範囲でできるだけ多くの児童生徒に自校のプログラムへのアク

セスを奨励するため、関連する資料やリソース、仕組みを提供すること(0301-01-0200)

文化 1.3：学校は、可能な限り多様な児童生徒がプログラムにアクセスする機会を提供す

ること(0301-01-0300)

PYP1：学校は、学習者の多様性にかかわらず、すべての児童を対象とすることを明

示すること。例外として、規制によりプログラムを履修できない児童がいる場合

は、国や州・地域の該当するカリキュラムをその児童に提供すること。

(0301-01-0311)

PYP2：学校は、学校が提供している幼児期教育および初等教育（またはそのいずれ

か）全体を通じて PYP を実施すること(0301-01-0312)

MYP1：学校は、MYP に取り組む機会を生徒に平等に提供するための努力をモニタリ

ングし評価すること(0301-01-0321)

DP1：学校は、DP を完全に提供し、フルディプロマの取得を試みる生徒が必ずいる

ようにすること。フルディプロマに取り組む機会を生徒に平等に提供するための努

力をモニタリングし評価すること(0301-01-0331)

DP2：学校は、IB ディプロマの完全な取得を目指すよう生徒に奨励するストラテジ

ーを実践し、見直しを行うこと(0301-01-0332)

文化(03)

文化：肯定的な学校文化の創造 
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CP1：学校は、CP に取り組む機会を生徒に平等に提供するための努力をモニタリン

グし評価すること、また CP への登録を生徒に奨励するストラテジーを実践し、見

直しを行うこと(0301-01-0341)

文化 2：学校は、すべての児童生徒が最大の可能性を発揮することをサポートす
る文化を創造するような多様性を受け入れるインクルーシブな方針を実施、伝
達し、定期的に見直しを行うこと(0301-02)
文化 2.1：学校は、IB のガイドラインに沿った多様性を受け入れるインクルーシブな方

針を実践し、見直しを行うこと(0301-02-0100)

文化 2.2：学校は、多様性を受け入れるインクルーシブな方針の中ですべての法的要件を

特定し、遵守のための学校の構造とプロセスの概要を示すこと(0301-02-0200)

文化 2.3：学校は、多様性を受け入れるインクルーシブな方針の中で学校コミュニティー

のすべてのメンバーの権利と責任について説明し、多様性を認めるプログラムを実施する

ための学校の構想について明確に述べること(0301-02-0300)

文化 3：学校は、倫理的な学問の実践という文化を創造する学問的誠実性につい
ての方針を実施、伝達し、定期的に見直しを行うこと(0301-03)
文化 3.1：学校は、学校の理念を明確化し、IB のガイドラインに沿った学問的誠実性に

ついての方針を実施し、見直しを行うこと(0301-03-0100)

文化 3.2：学校は、学問的誠実性についての方針において、学校コミュニティーのすべて

のメンバーの権利と責任、優れた実践と不正行為の具体的内容、違反行為があった場合の

対応について明確に述べること(0301-03-0200)

文化 3.3：学校は、学問的誠実性に関するさまざまな事例を指導するための責任を明確化

し、5 つの原則である誠実さ、信頼、公平性、敬意、および責任を反映すること

(0301-03-0300)

文化 3.1：学校は、学問的誠実性についての方針に関連するサポート資料、リソース、お

よび仕組みが確実に使用されるようにすること(0301-03-0400)

文化 3.5：学校は、カリキュラム全体を通して学習と指導についての情報定期的に入手

し、学校の手続きが透明、公正、かつ一貫していることを確実にするため、学問的誠実性

方針の影響をモニタリングし評価すること(0301-03-0500)

文化 4：学校は、複数の言語でさまざまな方法のコミュニケーションを行うこと
で、多様な文化の理解を育成するのに役立つ言語方針を実施、伝達し、定期的
に見直しを行うこと(0301-04)
文化 4.1：学校は、IB の言語方針のガイドラインに沿った言語方針を実施し見直しを行

うこと(0301-04-0100)

文化 4.2：学校は、学校が多言語主義をどのように事実、権利、そして学習源であると認

識しているかを言語方針の中に記載すること(0301-04-0200)

文化 4.3：学校は、言語の発展を促進するために用いるさまざまな物的資源および仮想的

なリソースを言語方針の中で特定すること(0301-04-0300)

文化：肯定的な学校文化の創造 
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文化 4.4：学校は、学校コミュニティーのメンバー全員の権利と責任、および学校という

文脈の中で良い実践のためには何が必要かを言語方針の中で明確に記載すること

(0301-04-0400)

PYP1：学校は、少なくとも 7 歳から児童が指導言語のほかにもう 1 言語を学べるよ

うにすること。児童が 2 言語以上で学習する多言語プログラムの場合は、指導言語

以外の追加言語を提供してもよいが、必須ではない。(0301-04-0411)

文化 5：学校は、継続学習と成長という学校文化の創造に役立てるため、評価方
針を実施、伝達し、定期的に見直しを行うこと(0301-05)
文化 5.1：学校は、学習および評価に関する IB の理念に沿った、自校の理念を明確にす

る評価方針を実施し、見直しを行うこと(0301-05-0100)

文化 5.2：学校は、地域および IB で必要なすべての要件を評価方針の中で特定し、これ

らの要件を自校がどのように満たすのかの概要を述べること(0301-05-0200)

文化 5.3：学校は、学校コミュニティーのすべてのメンバーの権利と責任を評価方針の中

で説明し、優れた評価の実践には何が必要かを明確に述べること(0301-05-0300)

文化 5.4：学校は、公平かつ妥当な評価のために、適切な補助教材、リソース、およびプ

ロセスが使用されることを確認すること(0301-05-0400)

文化 5.5：学校は、継続的な学習と成長にとっての評価の価値について、評価方針の中で

説明すること(0301-05-0500)

文化 6：学校は、IB が定めた方針を実施、伝達し、定期的に見直しを行い、そ
れらが一貫性をもち、IB の理念を反映したものかを確認すること(0301-06)
文化 6.1：学校は、IB が定めた方針との関係性を考慮しながら、各プロセスを実施する

こと(0301-06-0100)

文化 6.2：学校は、IB が定めた方針を文書化し、それらを学校コミュニティーに伝達す

ること(0301-06-0200)

文化 6.3：学校は、IB が定めたすべての方針に基づいて、物理的および仮想的な空間を

考慮すること(0301-06-0300)

文化 6.4：学校は、IB が定めたすべての方針に基づいて、人材、自然資源、設備、およ

び仮想的なリソースの計画された統合を明確に示すこと(0301-06-0400)

文化 6.5：学校は、IB が定めた方針のすべてについて「IB の学習者像」を考慮すること

(0301-06-0500)

文化 6.6：学校は、IB が定めた方針のすべてについて国際的な視野を考慮すること

(0301-06-0600)

文化 6.7：教育的リーダーシップチームは、カリキュラムの開発と意思決定を IB が定め

た学校の方針に基づいて行うこと(0301-06-0700)

文化：肯定的な学校文化の創造 

13プログラムの基準と実践要綱



IB コミュニティーにおける学習は、意味を構築し世界を理解するために人々がさまざま

な方法で協働することを重要なものとして捉えています。この構成主義的なアプローチ

は、質問し、行動し、考えることを通じて、教室を開かれた民主的なものへと導きます。

IB の児童生徒と教師は、個人として、また他者との協働においての生涯学習者を目指しま

す。IB スクールの学習コミュニティーは、より深い理解と生涯学習へとつながる、周期的

な探究・行動・振り返りを行います。IB ワールドスクールにおいて、学習は中心的信条で

あると同時に、目的・文化・環境の開発の成果でもあります。

基準：一貫したカリキュラムのデザイン(0401)
IB スクールにおける学習は、一貫したカリキュラムに基づいて行われること

実践要綱

一貫したカリキュラム 1：学校は、IB プログラムが実施される期間にわたり、
学習と指導を体系化する一貫したカリキュラムを計画し、実施すること
(0401-01)
一貫したカリキュラム 1.1：学校は、プログラム資料に従いカリキュラムをデザインする

こと(0401-01-0100)

一貫したカリキュラム 1.2：学校は、カリキュラムを教科横断的かつ学年縦断的に統合す

ること(0401-01-0200)

一貫したカリキュラム 1.3：学校は、該当するすべての IB カリキュラムの枠組みが、学

校、地域、都道府県、および国の教育当局の要件と完全に統合されていることを示すこと

(0401-01-0300)

一貫したカリキュラム 1.4：学校は、IB の理念をカリキュラムに組み込むための協働設

計の時間を教師に与えること(0401-01-0400)

一貫したカリキュラム 1.5：学校は、児童生徒が学習を教科横断的に結びつけられるよう

にスケジュールとカリキュラムを明確化すること(0401-01-0500)

PYP1：学校は、各年次または学年ごとに 6 つの探究の単元（教科の枠をこえたテー

マごとに 1 つずつ）からなる探究プログラム（POI：programme of inquiry）をデ

ザインすること。例外は 3～6 歳児で、児童は各年次または学年ごとに少なくとも

4 単元を学ぶ必要があり、そのうち 2 つは「私たちは誰なのか」、「私たちはどのよ

うに自分を表現するか」でなければならない(0401-01-0511)

PYP2：学校はカリキュラム全体における設計、指導、および学習の枠組みとして

PYP に取り組むこと(0401-01-0512)

学習(04)

学習：効果的な教育の保証
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PYP3：学校は、各年次または各学年の探究プログラムの中にすべての教科が存在す

るようにすること(0401-01-0513)

MYP1：学校は、教科の概要と ATL の計画チャートをプログラム資料に従って開発す

ること(0401-01-0521)

一貫したカリキュラム 1.6：学校は、児童生徒がすでにもっている知識、アイデンティテ

ィー、バックグラウンド、ニーズ、および文脈に対する認識に従ってカリキュラムが変化

するものであることを示すこと(0401-01-0600)

一貫したカリキュラム 2：教師は、協働して学校の IB プログラムをデザイン、
計画、実施すること(0401-02)
一貫したカリキュラム 2.1：教師は、プログラムの要件を満たし、プログラム資料に沿っ

た単元を協働で計画しデザインすること(0401-02-0100)

PYP1：教師は、プログラムを協働でデザイン、計画、および実施するにあたり、

PYP プランナーのテンプレートを使用するか、PYP 計画プロセスの使用方法を記録

すること(0401-02-0111)

PYP2：学校は、探究プログラムが学級担任と専科教員との協働でデザイン、計画、

および運営され、各単元に含まれる教科の指導が実施されていることを確認するこ

と。これにより教科の枠をこえた学習への取り組みを示すこと(0401-02-0112)

MYP1：学校は、協働設計と振り返りを使用して学際的な理解を発展させるための機

会を教師に提供すること(0401-02-0121)

MYP2：教師は、MYP 計画プロセスを使用して、生徒の探究を協働でデザイン、計

画、実施し、記録すること(0401-02-0122)

DP1：学校は、協働設計と振り返りを使用して各科目に TOK を統合するための機会

を教師に提供すること(0401-02-0131)

CP1：学校は、キャリア関連教育（CRS：career-related studies）のスタッフと協

働して生徒の教育経験全体にバランスと結びつきをもたせるための機会を IB の教

師に提供すること(0401-02-0141)

一貫したカリキュラム 2.2：教師は、異なる分野間のつながりと関係性に配慮し、共通の

概念、内容、およびスキルを強化するため、協働で計画し振り返りを行うこと

(0401-02-0200)

一貫したカリキュラム 2.3：教師は、人材、物的資源、および仮想的なリソースを、協働

を促進し拡大するために用いること(0401-02-0300)

一貫したカリキュラム 2.4：教師は、IB 教育の要素に取り組むために協働設計と振り返

りを用いること(0401-02-0400)

学習：効果的な教育の保証
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一貫したカリキュラム 3：学校は、学校コミュニティーを明確に参加させるよう
な方法でカリキュラムを開発し、定期的に見直し、共有すること(0401-03)
一貫したカリキュラム 3.1：学校は、進行中のプログラム開発状況を学校コミュニティー

に伝え、それをカリキュラムの開発に組み込むこと(0401-03-0100)

一貫したカリキュラム 3.2：学校は、プログラム開発をサポートする関連のコミュニティ

ーに教師と教育的リーダーシップチームの全員が確実にアクセスできるようにすること

(0401-03-0200)

一貫したカリキュラム 3.3：学校は、学習、指導、および評価についての IB の要件を見

直し、それらを学校コミュニティーに伝達すること(0401-03-0300)

一貫したカリキュラム 3.4：学校は、IB の要件とそれをサポートするコンテンツを定期

的に見直すこと(0401-03-0400)

一貫したカリキュラム 3.5：学校は、最新のカリキュラムが学校コミュニティーに明確に

伝達されているかを確認すること(0401-03-0500)

MYP1：教師は、MYP の検証サイクルとそれに関連する IB からの伝達に従うこと

(0401-03-0521)

DP1：教師は、DP の検証サイクルとそれに関連する IB からの伝達に従うこと

(0401-03-0531)

CP1：教師は、DP の検証サイクルとそれに関連する IB からの伝達に従うこと

(0401-03-0541)

基準：生涯学習者としての児童生徒(0402)
IB スクールでは、プログラム修了後の教育と、教室外での生活に対する準備を整えるこ

とを学習のねらいとすること

実践要綱

生涯学習者としての児童生徒 1：児童生徒は、活発に思考、研究、コミュニケー
ション、社会的、および自己管理のスキルを発達させること(0402-01)
生涯学習者としての児童生徒 1.1：学校は、IB の ATL を実践し、その発展の見直しを行

うこと(0402-01-0100)

生涯学習者としての児童生徒 1.2：学校は、児童生徒が自ら活発に学習に取り組むことの

できるプロセスを実施し、見直しを行うこと(0402-01-0200)

生涯学習者としての児童生徒 2：児童生徒は、「IB の学習者像」の人物像に沿っ
た継続的な発展を実証し、振り返りを行うこと(0402-02)
生涯学習者としての児童生徒 2.1：児童生徒は、「IB の学習者像」を理解し、効果的に振

り返りを行うことができるようにすること(0402-02-0100)

生涯学習者としての児童生徒 2.2：教師は、「IB の学習者像」の人物像に沿った発展とそ

の実証について振り返りを行う機会を児童生徒に提供すること(0402-02-0200)

学習：効果的な教育の保証
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生涯学習者としての児童生徒 2.3：児童生徒は、「IB の学習者像」と国際的な視野の関係

性を理解していること(0402-02-0300)

生涯学習者としての児童生徒 3：児童生徒は、健全な人間関係、責任の共有に対
する理解、および効果的に協働する能力を認識し、発展させること(0402-03)
生涯学習者としての児童生徒 3.1：児童生徒と教師は、児童生徒同士が協働する機会を含

めるように意図された学習経験に取り組むこと(0402-03-0100)

生涯学習者としての児童生徒 3.2：学校は、協働と効果的な人間関係の構築がカリキュラ

ムの中に明確に取り上げられていることを示すこと(0402-03-0200)

生涯学習者としての児童生徒 3.3：教育的リーダーは、学校で児童生徒の意見が代弁され

る機会を提供すること(0402-03-0300)

生涯学習者としての児童生徒 4：児童生徒は、情報、論理、および倫理に基づい
て判断を行う能力を向上させること(0402-04)
生涯学習者としての児童生徒 4.1：児童生徒と教師は、IB の学問的誠実性のガイドライ

ンを遵守すること(0402-04-0100)

生涯学習者としての児童生徒 4.2：児童生徒と教師は、成果物を作成する際に他者の知的

財産を明示すること(0402-04-0200)

生涯学習者としての児童生徒 4.3：学校は、引用や参考文献についての指導も含め、児童

生徒が他者の作品を明示することへのサポートと指導を提供すること(0402-04-0300)

生涯学習者としての児童生徒 4.4：教師は、自身による独自の作品を創り出すことの意義

と重要性について児童生徒たちと話し合うこと(0402-04-0400)

生涯学習者としての児童生徒 5：児童生徒は、より広いコミュニティーと社会全
般に肯定的な変化をもたらすのに必要な柔軟性、忍耐力、および自信を育むこ
と(0402-05)
生涯学習者としての児童生徒 5.1：学校は、学習したことを直接行動に応用する機会を児

童生徒に提供すること(0402-05-0100)

生涯学習者としての児童生徒 5.2：児童生徒は、プログラム資料に従い、学習全体を通し

てコミュニティーと共に、コミュニティーに対して積極的な貢献を行うことを示すこと

(0402-05-0200)

MYP1：生徒は、MYP の各年次の奉仕活動で、学習成果を発展させ、それに基づいて

行動し、また振り返る機会を利用すること(0402-05-0221)

生涯学習者としての児童生徒 6：児童生徒は、チャレンジに満ちた目標を設定
し、独自の探究を突き詰めることで、自身の学習に責任をもって取り組むこと
(0402-06)
生涯学習者としての児童生徒 6.1：児童生徒は、自分自身で学習目標を設定する機会を利

用すること(0402-06-0100)

学習：効果的な教育の保証
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生涯学習者としての児童生徒 6.2：児童生徒は、質問する機会や独自に探究し行動する機

会を利用すること(0402-06-0200)

PYP1：児童は、PYP の最終年次に「エキシビション」に参加すること。ただし幼児

期のプログラムのみを提供する学校は例外とする(0402-06-0211)

MYP1：学校は、パーソナルプロジェクトとコミュニティープロジェクトを通じて自

主的に学習する機会を生徒に提供すること(0402-06-0221)

DP1：学校は、DP のコアを通じて自主的に学習する機会を生徒に提供すること

(0402-06-0231)

CP1：学校は、CP のコアを通じて自主的に学習する機会を生徒に提供すること

(0402-06-0241)

生涯学習者としての児童生徒 7：児童生徒は、独自かつ文化的なアイデンティテ
ィーを探究し、発展させる機会を追求すること(0402-07)
生涯学習者としての児童生徒 7.1：学校は、児童生徒が独自かつ文化的なアイデンティテ

ィーを探究し、発展させる機会を提供すること(0402-07-0100)

生涯学習者としての児童生徒 7.2：学校コミュニティーは、学習と指導を通じて個々の児

童および生徒のアイデンティティーを肯定すること(0402-07-0200)

生涯学習者としての児童生徒 7.3：児童生徒は、自らの使用可能な言語とそのレベルを発

達させる機会を利用すること(0402-07-0300)

基準：指導のアプローチ(0403)
IB プログラムは、学校コミュニティーにとって有意義な学習経験を創造する指導のアプ

ローチの使用を奨励すること

実践要綱

指導のアプローチ 1：教師は、児童生徒に自然な好奇心を発達させるために、探
究・行動・振り返りを用いること(0403-01)
指導のアプローチ 1.1：教師は、探究型の指導戦略を用い、学習への積極的な参加を促す

こと(0403-01-0100)

指導のアプローチ 1.2：学校は、探究型の指導戦略と学習への積極的な参加の促進につい

てモニタリングし評価すること(0403-01-0200)

指導のアプローチ 1.3：学校は、児童生徒にインタラクティブ（双方的）かつ探索的な学

習環境に主体的に取り組む機会、およびプログラム資料に従って役割を果たす機会（また

はそのいずれか）を提供すること(0403-01-0300)

指導のアプローチ 1.4：教師は、カリキュラムの中の適切な場面において、児童生徒自ら

の選択を奨励すること(0403-01-0400)

指導のアプローチ 1.5：教師は、児童生徒が独自の興味およびアイデアを探究することを

助けること(0403-01-0500)
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指導のアプローチ 2：教師は、児童生徒が自身の考えを発達させるのを支援する
ために概念学習に重点を置くこと(0403-02)
指導のアプローチ 2.1：教師は、概念的理解に重点を置いた戦略的な指導を行うこと

(0403-02-0100)

指導のアプローチ 2.2：教師は、児童生徒が自身の概念的理解を発達させることができる

ような学習経験を計画し手助けすること(0403-02-0200)

指導のアプローチ 2.3：児童生徒は、カリキュラムの中の適切な場面において、自身の概

念的理解を探究し発展させる機会を利用すること(0403-02-0300)

指導のアプローチ 3：教師は、カリキュラムの関連性を確立するため、地域およ
びグローバルな文脈を用いること(0403-03)
指導のアプローチ 3.1：教師は、カリキュラムの中に地域およびグローバルな文脈と明確

な関連性をもつ事例があることを確認すること(0403-03-0100)

指導のアプローチ 3.2：教師は、児童生徒が自身の概念的理解を馴染みのない文脈に応用

するように奨励すること(0403-03-0200)

指導のアプローチ 4：教師は、肯定感があり、躍動感のある学習環境を創造する
ために、効果的な人間関係の構築と意義のある協働を促進すること(0403-04)
指導のアプローチ 4.1：教師は、児童生徒にとっての学習体験がプログラム資料に合致

し、ホリスティック（全人的）で首尾一貫したものであることを協働して確認すること

(0403-04-0100)

指導のアプローチ 4.2：児童生徒は、教師や同級生と協働して自身の学習を計画・実証・

評価すること(0403-04-0200)

指導のアプローチ 4.3：学校は、児童生徒が各自の強みや能力を活かして協働する機会を

提供すること(0403-04-0300)

PYP1：教師は、柔軟なグループ分けを行い、学習を最適化し、児童の幸福を確保

し、さまざまな協働の機会を提供すること(0403-04-0311)

指導のアプローチ 5：教師は、児童および生徒一人ひとりがやりがいのある独自
の学習目標をたて、それを追求し達成できるように学習への障壁を取り除くこ
と(0403-05)
指導のアプローチ 5.1：教師は、児童および生徒個別の学習目標を計画する際、学習者と

しての多様性を考慮すること(0403-05-0100)

指導のアプローチ（ATL）5.2：教師は、すべての児童生徒の学習を支援し拡張するため、

児童生徒がすでにもっている知識をカリキュラムに組み込むこと(0403-05-0200)

指導のアプローチ 5.3：教師は、児童生徒をサポートするために IB が義務づけている方

針を採用すること(0403-05-0300)

指導のアプローチ 5.4：教師は、児童生徒の使用可能な言語とそのレベルを考慮しなが

ら、言語の発達を支援すること(0403-05-0400)

学習：効果的な教育の保証
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指導のアプローチ 5.5：教師は、学習と指導を支援し拡張するためにさまざまなテクノロ

ジーを使用すること(0403-05-0500)

基準：評価のアプローチ(0404)
学習、指導、および評価は、互いに効果的な情報を与え、影響し合うものであること

実践要綱

評価のアプローチ 1：児童生徒と教師は、学習、指導、および評価を向上させる
ためにフィードバックを行うこと(0404-01)
評価のアプローチ 1.1：児童生徒と教師は、IB の理念と評価資料に従い、規定された結

果と期待の達成をサポートするためにフィードバックを行うこと(0404-01-0100)

評価のアプローチ 1.2：学校は、学習、指導、および評価を改善するうえで役に立つ情報

を児童生徒と教師に提供するために、その学校に基づいた具体的で建設的な報告を行うこ

と(0404-01-0200)

評価のアプローチ 2：学校は、カリキュラムおよび規定された学習結果と目標に
見合うさまざまな評価のアプローチを用いること(0404-02)
評価のアプローチ 2.1：教師は、規定された学習目標と結果に関連するさまざまな評価の

アプローチを用いること(0404-02-0100)

PYP1：教師は、データに基づいて学習経験をデザインするため、児童の学習の経時

変化を記録・分析すること(0404-02-0111)

MYP1：教師は、プログラム資料に従い、規準と手順に基づく生徒の評価を計画しデ

ザインすること(0404-02-0121)

MYP2：学校は、プログラム資料に従い、規準レベルの合計点を記録し、MYP のパー

ソナルプロジェクトを IB のモデレーションに提出すること(0404-02-0122)

DP1：学校は、各科目および DP のコア要素に関して、目標と評価ツールを使用し

て、生徒の学習の総括的評価を構築すること(0404-02-0131)

DP2：学校は、プログラム資料に従い、DP のコア要素に関して、IB により認証され

た評価を記録し提出すること(0404-02-0132)

CP1：学校は、DP の各科目および CP のコア要素に対し、目標と評価ツールを使用

して、生徒の学習の総括的評価を構築すること(0404-02-0141)

評価のアプローチ 2.2：学校は、評価の実践が概念学習を中心に組み立てられていること

を示すこと(0404-02-0200)

評価のアプローチ 2.3：学校は、児童生徒と保護者が評価に関するプログラムの規定や要

件について記載した資料の存在を入学の時点から認識し、それらに確実にアクセスできる

ようにすること(0404-02-0300)
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評価のアプローチ 3：学校は、公正でインクルーシブに、かつ一貫性と透明性を
もって評価を実施すること(0404-03)
評価のアプローチ 3.1：学校は、IB の規則、規定、および関連するプログラム資料（ま

たはそのいずれか）に従い評価を管理すること(0404-03-0100)

MYP1：教師は、IB のガイドラインに従い、生徒の成果物の評価を標準化し、評価

結果の信頼性を確認すること(0404-03-0121)

DP1：教師は、IB のガイドラインに従って生徒の成果物の評価を標準化し、評価結

果の信頼性を確認すること(0404-03-0131)

CP1：教師は、IB のガイドラインに従って生徒の成果物の評価を標準化し、評価結

果の信頼性を確認すること(0404-03-0141)

評価のアプローチ 3.2：学校は、すべての受験上の配慮を定期的に見直し確実に遵守する

こと(0404-03-0200)

評価のアプローチ 3.3：学校は、外部への報告と予測の提出（またはそのいずれか）が可

能な限り正確になされ、求められている文脈において適切にデザインされたものであるこ

とを確認すること(0404-03-0300)

MYP1：（該当する場合）学校は、画面上の試験が行われる MYP の科目について、予

測スコアを正確かつ誠実に IB に伝達すること(0404-03-0321)

DP1：学校は、学問的誠実性を重視し、可能な限りの正確さで振り返りを行って算

出した、予想スコアを機関（高等教育機関など）に伝え、また予測スコアを IB に

伝えること(0404-03-0331)

CP1：学校は、学問的誠実性を重視し、と可能な限りの正確さで振り返りを行って

算出した予想スコアを機関（高等教育機関など）に伝え、また予測スコアを IB に

伝えること(0404-03-0341)

評価のアプローチ 3.4：学校は、児童生徒の成長についての報告、および不服申し立てや

異議に対応する際に、一貫性をもった公正なシステムとプロセスを使用、伝達し、定期的

に見直しを行うこと(0404-03-0400)

評価のアプローチ 3.5：学校は、評価の送付プロセスに欠陥がなく妥当なものであること

を確実にするため、モニタリングし審査すること(0404-03-0500)

評価のアプローチ 4：児童生徒は、学習したことを定着させる機会として評価を
利用すること(0404-04)
評価のアプローチ 4.1：学校は、さまざまな評価を通じて、児童生徒に自分たちの学習し

たことを定着させる機会を提供すること(0404-04-0100)

MYP1：MYP の 5 年次の生徒すべてがパーソナルプロジェクトを完了し、3 年次また

は 4 年次でプログラムを修了する生徒すべてがコミュニティープロジェクトを完了

すること(0404-04-0121)
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DP1：学校は、DP が修了に近づく時期に生徒が EE を提出し、生徒が自分で選んだ

トピックに取り組める機会を提供すること(0404-04-0131)

CP1：学校は、プログラム資料に従い、CP のコア要素に関して IB により認証され

た必須の評価、および完了のエビデンスを記録し提出すること(0404-04-0141)
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初等教育プログラム（PYP）

追加言語の学習

PYP は、追加言語の学習に必要な時間数を規定していますか。

仕様
PYP1：学校は、（少なくとも 7 歳から）児童が指導言語のほかにもう 1 言語を学べるよう

にすること。児童が 2 言語以上で学習する多言語プログラムの場合、指導言語以外の追加

言語を提供してもよいが、必須ではない(0301-04-0411)

注釈
IB は、言語の発達のプログラムを成功させるために必要な時間数を意図的に指定してい

ません。学校の言語的背景に基づいて、学校が時間数を決定できます。

PYP の学校は、追加言語のプログラムを見直しまたは導入する際、学校の言語的背景とよ

り広いコミュニティーの文脈を考慮に入れることで、どの言語を児童生徒に提供すべきか

を決定します。追加言語の学習は、学校の授業時間の一部で行うもので、放課後学習や課

外活動ではありません（0301）。

追加言語のプログラムのねらいは、言語と文化の認識を通して他の人を理解することに

よって、多言語主義を通じて国際的な視野を支えることです。これには、言語がどのよう

に学習されるかを理解し、適切にスケジュールを組もうとする学校のコミットメントが必

要です。学校の言語的背景は複雑であり、学校によっても異なるため、IB の PYP では、追

加言語の学習に必要とされる週あたり、または年あたりの時間数を指定していません。言

語学習を持続させる実践方法、かつ最新の言語学習の実践方法に基づいて、学校が決定を

下すことが期待されています。

詳細は、IB 資料『PYP：原則から実践へ 』の「学習と指導」および「言語」のセクショ

ンをご覧ください。

計画の作成と専科教員
計画の作成に際して、専科教員には何が期待されていますか。

仕様
PYP1：教師は、プログラムを協働でデザイン、計画、および実施するにあたり、PYP プラ

ンナーのテンプレートを使用するか、PYP 計画プロセスの使用方法を記録すること

(0401-02-0111)

付録
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注釈
学習者にとって一貫性のある体験を計画しデザインするために協働することが、専科教

員に求められています（0401）。これは継続的な協働です。探究プログラム（POI：

programme of inquiry）の範囲内の計画を作成する際は、専科教員と学級担任教師が協働

し、PYP プランナーを使用するか、PYP 計画プロセスに基づいて独自に作成したプランナ

ーを使用して、学習を記録します。POI の範囲外の学習の場合は、専科教員が PYP 計画プ

ロセスを参考にしながら、学習コミュニティーの期待に最も適した方法で計画の作成を記

録します。

詳細は、IB 資料『PYP：原則から実践へ』の「学習コミュニティー」と、「協働」のセク

ションにある「協働設計のプロセス」をご覧ください。教師用参考資料『PYP planner 

templates（PYP プランナーのテンプレート）』も有益かもしれません。

一貫したカリキュラムと幼児期
幼児期と初等教育の年齢層が混在する場合の POI は、どのようなものになりますか。

仕様
PYP1：学校は、各年次または学年ごとに 6 つの探究の単元（教科の枠をこえたテーマご

とに 1 つずつ）からなる探究プログラム（POI：programme of inquiry）をデザインする

こと。例外は 3～6 歳児で、児童は各年次または学年ごとに少なくとも 4 単元を学ぶ必要

があり、そのうち 2 つは「私たちは誰なのか」、「私たちはどのように自分を表現するか」

でなければならない(0401-01-0511)

注釈
児童の過半数が当該年度中に 7歳になるクラスでは、通常、6 つの探究の単元に取り組み

ます。グループに通常の年齢層とは異なる児童が 1 人または 2 人いる場合は、その児童

も、グループと同じ単元数に従います。

さまざまな年齢が混在するクラス（例えば 5～7 歳の混合グループ）の場合は、7 歳以上

の児童が 6 つの探究の単元に取り組むことを学校が確認しなければなりません。探究の単

元は 1 年間を通して柔軟に構成していくことができるため、学校はこれを達成できるでし

ょう。

注釈
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図 1
年齢が混在するグループが単元に取り組む際の順次的なアプローチの例

教師用参考資料『Flexible time frames for units of inquiry (Early Years)（探究の

単元の柔軟な時間割（幼児期））』および『Flexibility in the programme of inquiry

（探究プログラムの柔軟性）』も有益かもしれません。

プログラム共通

IB ワールドスクールの環境に関する IB の立場
IB ワールドスクールの「環境」とは、人、空間、インフラ、プロセスの組み合わせであ

り、これらは個別の要素として開発されるのではなく、むしろ体系的に取り扱われます。

IB 資料『プログラムの基準と実践要綱』では、2 種類の環境に言及しており、それが「学

校環境」と「学習環境」です。

学校環境は、学習を間接的に支えます。学校環境には、学校の物理的およびバーチャル

な設備、人的および財務的なリソース、組織的な構造と業務体制が含まれます。

学習環境は、学習を直接的に支えます。学習環境には、健やかで知的な発達を育む安全

な空間、思慮深い学習サポート、そこで起こる学びを支えるような学校環境が含まれるべ

きです。

学校環境と学習環境は、学校の置かれた文脈によって非常に異なって見える可能性があ

りますが、いずれの場合も常に、学習を最大化するという目標を第一のねらいとして思慮

深く設計され管理されたものであるべきです。

学校環境と学習環境は、慎重に方針を開発し、リソースと空間を管理し、学校のリーダ

ーと教師と学習者の協働から進化する確固たる学校の理念の結果としてつくられます。

実践において環境の設計にどのようにアプローチできるか
条件：0101-02

学校の教育的リーダーシップチームは、児童生徒が能動的で思いやりのある、生涯にわ

たり学び続ける学習者になることを奨励する教育的アプローチを採用すること

注釈
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「誰が（Who）」：0202-01、0203-03

学校は、IB プログラムの実施に関わる人材、自然資源、設備、および仮想的なリソース

を提供すること。学校は、教師が IB プログラムの実践において、効果的に協働するため

の時間とその他のリソースを提供すること

「どのように（How）」：0202-02、0202-03、0301-06

学校は、適切な学習サポートを特定し提供すること。学校は、児童生徒と教師の社会的、

感情的、肉体的な幸福を促進すること

学校は、IB が定めた方針を実施、伝達し、定期的に見直しを行い、それらが一貫性をも

ち、IB の理念を反映したものかを確認すること

「なぜ（Why）」：0402-01、0402-06

児童生徒は、思考スキル、リサーチスキル、コミュニケーションスキル、社会性スキル、

自己管理スキルを能動的に向上させること。児童生徒は、チャレンジに満ちた目標を設定

し、独自の探究を突き詰めることで、自身の学習に責任をもって取り組むこと

注釈
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以下の定義は、本資料の中で使用されている用語の意味を厳密に定義することのみを意

図したものである点に注意してください。以下の多くの用語は他のプログラム資料でも使

用されており、適切な文脈において同じように使用されます。IB は、各学校独自の文脈の

中で実践要綱がどのように具体化されているかをある程度特定し、適宜解釈しなければな

らないことを認識しています。一部の用語の定義は非常に一般的なものとなっており、こ

れらについては学校がさらに洗練し明確化しなければなりません。

学 校 管 理 職
（Administration）

学校の運営責任を有する個人またはグループ。学校管理職は、教育

的リーダーシップや指導責任だけでなく、統括上の特権を有する場合

もあります。

管 理 す る
（Administrate）

特定の規則および規定（またはそのいずれか）に基づき分配および

監督すること。評価に関する内容である場合が多いです。用語集の中

の「学校管理職」も参照してください。

任命する（Appoint） 特定の目的のために正式な肩書き、責任、および場合によっては報

酬を与えること。

明確化する（Articulate） 共有可能な形式で（通常は文章）定義または概要を示すこと。

伝 達 す る
（Communicate）

学校およびより広いコミュニティー（またはそのいずれか）に対し

て積極的に発信すること。

コ ミ ュ ニ テ ィ ー
（Community）

学習コミュニティー（Learning community）：学校での学習と指導

にかかわる全員を指し、児童生徒とその家族、学校のスタッフ、およ

び児童生徒と教師にとってのその他の重要な学習源が含まれます。

学校コミュニティー（School community）：児童生徒、保護者、教

師および教師以外のスタッフ、教育的リーダーシップチーム、統括組

織、および学校の運営と統括に影響をおよぼす外部機関。

より広いコミュニティー（Wider community）：学校コミュニティー

に影響を及ぼす、またはそれから影響を受ける人々と団体。直接的な

関与の有無は問わない。地元企業、議会、政府機関、市民団体などが

該当します。より広いコミュニティーには、仮想的な（ネットワーク

上の）団体や地元以外の団体を含む場合もあります。

遵守する（Comply） 別の団体（通常は IB）により提供された、明文化された規則、ガイ

ドライン、または法令順守に基づく資料に従うこと。

コンテンツ（Content） プログラムまたはカリキュラムの実施をサポートするために用いる

ことができる文書以外のすべての素材。ビデオ、アプリケーション、

またはその他のメディアが含まれます。

考慮する（Consider） 注意深く考え、関連するエビデンスで示すことができること。

付録
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文脈（Context） 学校コミュニティーの状況、統計、および変化。学校の文脈は、学

校の教育的取り組みや運営における IB 理念の現れ方に影響を及ぼし

ます。

文化（Culture） 学校コミュニティーで育成されている価値観、考え方、態度の集合

体。学校コミュニティーは複数のサブカルチャーを有していることも

あります。例えば、IB ワールドスクールは「IB の学習者像」を具現

化した「学習文化」をもつでしょう。学校文化は学校の方針、環境、

および運営方法を通じてより強固なものとされるべきです。

実 証 す る 、 明 示 す る
（Demonstrate）

エビデンスの提出、および訪問や対面でのやりとりの組み合わせを

通じてエビデンスを示すこと。

指名する、割り当てる
（Designate）

活動またはプロジェクトに関する責任を与えるが、肩書または報酬

は必ずしも含まれない。

発展させる、開発する、
育成する（Develop）

時間をかけて形成され改善すること。現在進行中のプロセスを示す

場合が多い。

効果的（Effective） 実践、原理、または方針の証明と維持に明確かつポジティブな影響

をもたらすこと。

体現する、具現化する
（Embody）

見解、表現、行動、および実践において定期的に証明すること。

採用する（Embrace） 学校の方針、実践、および文化を広く承認、支持、および証明する

こと。

権 限 を 付 与 す る
（Empower）

学校コミュニティーのメンバーがそれぞれの仕事を出来るようにす

るためのリソース、システム、プロセス、および権限を与えること。

奨励する（Encourage） サポートし、変化または実施するよう訴えること。

確 認 す る 、 保 証 す る
（Ensure）

記載された間隔をあけて、整っていること、または施行されている

ことを保証すること。

環境（Environment） 人、スペース、インフラストラクチャー、およびプロセスの学校内

における組み合わせ。

学校環境（school environment）とは、学校の目的と文化をサポー

トしそれに寄与する人材、自然資源、設備、および仮想的なリソース

を指します。

学習環境（learning environment）とは、学習が行われる文脈と、

児童生徒の学習経験を豊かにするために学校がデザインし発展させる

状況を指します。学習環境には、学校の文化と目的のエビデンスが含

まれます。

エビデンス（Evidence） 基準、実践要綱、要件、または仕様を明確化したり明示する物や文

章を提供すること。または物や文章そのもの。

枠組み（Framework） 実践に影響を及ぼすプロセスと要素の説明、またはプロセスや要素

の間の関係性。基準と実践要綱の枠組みは、学校の発展の過程を説

明・デザインするのに役立ち、認定と評価のためのエビデンスを提示

する際の手がかりとなります。
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統括（Governance） 学校を代表して決定を下し、統括組織の役割を果たすこと。学校を

代表しての最終的な法的決定権をもつ、正式に任命された個人の集ま

りを含めます。

ガ イ ド ラ イ ン
（Guideline）

プロセス、行動、または開発において学校の指針となる内容である

が、必ずしも規定、規則、またはプログラム資料である必要はないも

の。

IB に よ る 規 定 （ IB-
mandated）

IB によって定められた規定。

IB の 使 命 と 理 念 （ IB 
mission and 
philosophy）

IB 資料『国際バカロレア（IB）教育とは』で概説された IB 公式の

使命と理念。

IB の 理 念 （ IB 
philosophy）

IB 教育プログラムの発展と提供を行ううえでの指針となる一連の思

想と価値観。「IB の使命」、「IB の学習者像」、IB 資料『国際バカロレ

ア（IB）の教育とは』に反映されており、各プログラムの原則および

実践についての説明と概要を述べた文書の中に反映されています。

IB により認証された評
価 （ IB-validated 
assessments）

IB により配布され、学校で管理される外部評価。

ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー
（Identity）

人々の生い立ち、気質、および経験の組み合わせ。

個人のアイデンティティー（Personal identity）：各個人が自身独

自のものであると考える生い立ち、気質、および経験の組み合わせ。

文化的アイデンティティー（Cultural identity）：民族性、出身

地、国籍、または社会的グループに由来する各個人の生い立ち、気

質、および経験の組み合わせ。

実 施 し て 振 り 返 る
（ Implement and 

review）

方針またはプロセスを行動に移し、IB または学校により定められた

間隔で振り返り、その影響と価値を評価すること。

実施し、伝達し、および
定 期 的 に 振 り 返 る

（ Implement, 
communicate and 
regularly review）

方針を行動に移し、その情報を学校コミュニティーに広く発信し、

関連する情報をもとに定期的に評価を行うこと。

革新的（Innovative） 学校の文脈および幅広いコミュニティーにおいて、新しい、または

独自であると認識されるアプローチまたはデザイン。IB は、イノベ

ーションは新しいテクノロジーやシステムに付随して起こることが多

いと認識していますが、学校は枠組みのすべての分野においてイノベ

ーションを起こすことをが奨励されています。

リ ー ダ ー シ ッ プ
（Leadership）

学校コミュニティー全体にわたって効果的な学習が確実に行われる

ようにするための学校の理念、目的、文化、環境、リソース、システ

ム、および構造の構築および開発。 リ ー ダ ー シ ッ プ チ ー ム
（Leadership team）はこの構築と開発の中の一部、またはすべての側

面において責任を負います。リーダーシップには以下の 3 つのタイプ

があります。
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教育的リーダーシップ（Pedagogical leadership）は、学校のカリ

キュラム、方針、目的、文化、および学習の発展についての責任を負

います。

学校リーダーシップ（School leadership）は、学校の環境、方針、

リソース、伝達、および管理についての責任を負います。

コミュニティーリーダーシップ（Community leadership）は、学校

がより広いコミュニティーに及ぼす影響を管理する責任を負います。

リーダーシップの役割は通常重複し、個人またはチームが教育的リ

ーダーシップと学校リーダーシップの役割を共有することがありま

す。

学習（Learning） 学校コミュニティーの文脈、目的、環境、および文化を証明した結

果。IB ワールドスクールの最大の目的は、児童生徒の学習経験を促

進し、改善することです。学習は学校コミュニティー全体を通じて発

生するため、学校は児童生徒の学習が学校コミュニティーの学習と発

展により豊かなものとなっていることも実証しなければなりません。

学 習 サ ポ ー ト
（Learning support）

学習者がその可能性を最大限に発揮するための助けとなる教育的ア

プローチ、プロセス、およびツール。

保 護 者 （ Legal 
guardian）

IB プログラムに登録した児童生徒の父母および保護者。一部のケー

スでは、児童生徒が法定年齢に達している場合、保護者に対する学校

の義務は児童生徒本人にも適用されます。

有意義（Meaningful） 学校コミュニティーの目的にとって重要であり、学校の環境および

文化（またはそのいずれか）に影響を及ぼしていると明確に証明され

ていること。理想的には、それが児童生徒の学習に直接的かつ肯定的

に影響を及ぼすという意味を含みます。

有 意 義 な ア ク セ ス
（Meaningful access）

学校のプログラムと児童生徒に肯定的な影響を及ぼす状況を創り出

した結果。「アクセス」は、学校コミュニティーの関連するすべての

メンバーに公平かつ同等に与えられている場合、有意義であると考え

られます。

モニタリングし評価す
る （ Monitor and 
evaluate）

定期的にデータを収集・使用して、品質を決定したり、介入または

プロセスの発展に寄与する情報を与えること。

パ ス ト ラ ル ケ ア
（Pastoral care）

学校での思いやりのあるシステムとプロセスの開発と実施（社会的

および感情学習を明確に指導する人間関係とカリキュラム要素の強化

など）。パストラルケアは学校の文脈や地域的および国家的要件に応

じてさまざまな形式を取ります。

信 念 の あ る 行 動
（Principled action）

責任のある選択をすること。これには、場合によっては行動しない

ことを選ぶことも含まれます。信念のある行動は、個人的、地域的、

およびグローバルな課題の倫理的側面を探究した後に実現できます。

プ ロ グ ラ ム
（Programme）

「プログラム」という用語は、以下の 2通りの用法で用いられます。

IB により創られ、学校により実践されるプログラムの枠組み。

プログラムの枠組みを実行し、IB カリキュラムを指導・学習する、

学校内の明確化された存在。これには、リーダーシップ、スタッフ、

児童生徒、およびプログラムをサポートするより広いコミュニティー
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のメンバーや、カリキュラムを指導し学習するために割り当てられた

すべてのリソースが含まれます。

プ ロ グ ラ ム 資 料
（ Programme 

documentation）

指導と学習部門のチームにより作成または出資された、学校全体で

のプログラム、カリキュラム、またはコースの実践に関するコンテン

ツ。

プ ロ グ ラ ム の 仕 様
（ Programme 
specifications）

プログラムの要件を満たす方法を部分的に説明するプログラム固有

の説明と追加の要件。

促進する（Promote） 積極的に奨励し学校コミュニティーに広めること。

提供する（Provide） 行動、プロセス、またはプロダクトを実行または完成させるため

に、学校内で機会、リソース、またはサポートを創り出すこと。学校

側にとっては責任の一つとなる傾向がある。

目的（Purpose） 学校コミュニティーの文脈を構成し、IB の理念に沿った教育理念を

成立させるための学校の努力。学校の目的はその環境および文化に影

響を与えるべきものです。

追求する（Pursue） 積極的に学校内で取り組みや行動の機会を求め、自身のための機会

を創出すること。通常児童生徒について言及します。

妥当（Reasonable） プログラムの品質、選択、および持続可能性（またはそのいずれ

か）を確保するのに適当なこと。学校は、基準、実践要綱、または要

件は学校の文脈に関連したものであるため、それらを「妥当」に満た

すとはどんなものかを定義する必要があるかもしれません。または、

基準、実践要綱、または要件を「妥当」なやり方で満たすのに必要な

条件を創出したしたことを示さなければならないかもしれません。

定期的（Regularly） 規定や規則、および学校に基づくニーズや方針、または地域や国の

要件を満たす頻度。学校はその頻度を調べ、それを証明しなければな

りません。

要件（Requirements） 本資料の中で、学校が IB ワールドスクールに指定され、継続的に

留まるために必要とされる行動、提出物、またはプロセス。

リソース（Resources） IB プログラムを確立し維持するために不可欠な要素。リソースには

以下のようなものが含まれます。

資金（Funding）：プログラムの実施のために割り当てられた金銭。

人材（Human resources）：学校コミュニティーの発展をサポートす

るために学校が雇用、または参加させる人々。

自然資源（Natural resources）：学習または指導に用いられる、自

然界に存在する原料または物質。

設備（Built resources）：学校コミュニティーを通じて活用される

施設または構造物。学習スペース、ジム設備、乗り物、家具、コンピ

ューター、モバイル機器などが含まれます。

仮想的リソース（Virtual resources）：学習や指導、学校運営、ま

たはより広いコミュニティーとの交流に用いられるアプリケーショ

ン、ソフトウェア、またはオンライン上の空間。

規則や規定（Rules and/
or regulations）

IB により指定された学校のための義務で、通常学校または評価部門

が作成する。
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学校（School） プログラムを実践する存在で、IB ワールドスクールと候補校の両方

が含まれます。プログラムの運営と開発を確実に行うための意思決定

者やスタッフ、およびリソースとシステムまでのすべてが含まれま

す。

児 童 生 徒 の 成 功
（Student success）

学校コミュニティーによって妥当に定義され伝達された、各児童ま

たは生徒個別の目標と期待に基づいた結果の組み合わせ。児童生徒の

成功は外部評価、あるいは児童生徒の声が反映されない評価のみでは

決定されません。児童生徒の成功という定義は、IB の理念に沿った

ものでなければなりません。従って、「IB の学習者像」の人物像と国

際的な視野に言及し、体現したホリスティック（全人的）なものにな

ります。

指導（Supervision） 学校内の特定の目的のために指名または任命された指導者として行

動すること。

システムおよびプロセ
ス （ Systems and 
processes）

システムとは、物理的、仮想的、および社会的な慎重に検討され一

貫性をもったアプローチを指します。学校が問題を解決したり、方針

を実践、洗練、または実行したり、学校コミュニティーでの交流の仕

組みを提供したりします。

プロセスは、承認された一連の事象であって、学校コミュニティー

がどのように機能するかに影響を及ぼします。

システムとプロセスは共に作用する傾向があるため、多くの場合に

おいて一体化した存在として扱われます。

機会を利用する（Take 
opportunities）

学校に存在する機会を受け入れ、行動をとる、プロセスを完了す

る、または成果物を完成させることを意味します。児童生徒について

言及される傾向があります。

教師（Teacher） 学校コミュニティーの学習と指導に直接責任を負う者すべてを指し

ます。課外演習などについては学校は誰を教師とみなすかを定義する

必要があるでしょう。これには図書館司書、テクノロジーの統合専門

家、また学習サポートの専門家などが含まれるでしょう。

理解する（Understand） 訪問、質問、またはその他の刺激に対して認識と知識を示すこと。

使用する（Use） 特定の目的またはプロセスのために採用または利用すること。

知恵（Wisdom） 学校コミュニティーの成長を支援するための見識を提供する、学校

コミュニティーにおける経験、専門知識、および情熱。
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